
 ⼀  般  質  問  の  要  旨 

 （令  和  ７  年  ６  ⽉  定  例  会） 

 【⼀  般  質  問】 

 議  員  名  所  属  会  派  質  問  形  式  登  壇  予  定  ⽇ 

 １  南     正  弘  ⾃  ⺠  党  鶴  政  ク  ラ  ブ  議  員  団  ⼀  問  ⼀  答 

 ６  ⽉  １  ２  ⽇ 
 （⽊） 

 ２  伊  ⽥     悦  ⼦  ⽇  本  共  産  党  議  員  団  ⼀  問  ⼀  答 

 ３  仲  井     玲  ⼦  超  党‧  市  ⺠  ファー  ス  ト  議  員  団  ２  分  割 

 ４  上  ⽻     和  幸  公  明  党  議  員  団  ⼀  問  ⼀  答 

 ５  眞  下     隆  史  新  政  ク  ラ  ブ  議  員  団  ⼀  問  ⼀  答 

 ６  川  ⼝     孝  ⽂  ⾃  ⺠  党  鶴  政  ク  ラ  ブ  議  員  団  ⼀  問  ⼀  答 

 ７  ⼩  杉     悦  ⼦  ⽇  本  共  産  党  議  員  団  ⼀  問  ⼀  答 

 ８  廣  瀬        昇  超  党‧  市  ⺠  ファー  ス  ト  議  員  団  ⼀  問  ⼀  答 

 ９  杉  島     久  敏  公  明  党  議  員  団  ⼀  問  ⼀  答 

 ６  ⽉  １  ３  ⽇ 
 （⾦） 

 10  今  ⻄     克  ⼰  新  政  ク  ラ  ブ  議  員  団  ⼀  問  ⼀  答 

 11  ⽔  嶋     ⼀  明  ⾃  ⺠  党  鶴  政  ク  ラ  ブ  議  員  団  ⼀        括 

 12  ⼩  ⻄     洋  ⼀  ⽇  本  共  産  党  議  員  団  ⼀  問  ⼀  答 

 13  ⾼  橋     秀  策  超  党‧  市  ⺠  ファー  ス  ト  議  員  団  ⼀        括 

 14  松  ⽥     弘  幸  公  明  党  議  員  団  ⼀  問  ⼀  答 

 15  ⽥  畑     篤  ⼦  新  政  ク  ラ  ブ  議  員  団  ⼀  問  ⼀  答 

 16  上  野     修  ⾝  ⾃  ⺠  党  鶴  政  ク  ラ  ブ  議  員  団  ⼀  問  ⼀  答 

 ６  ⽉  １  ６  ⽇ 
 （⽉） 

 17  福  本     明  ⽇  ⾹  超  党‧  市  ⺠  ファー  ス  ト  議  員  団  ⼀  問  ⼀  答 

 18  ⼩  ⾕     繁  雄  公  明  党  議  員  団  ⼀  問  ⼀  答 

 19  野  瀬     貴  則  新  政  ク  ラ  ブ  議  員  団  ⼀  問  ⼀  答 

 20  ⾕  川     眞  司  ⾃  ⺠  党  鶴  政  ク  ラ  ブ  議  員  団  ⼀  問  ⼀  答 

 21  眞  下     弘  明  新  政  ク  ラ  ブ  議  員  団  ⼀  問  ⼀  答 

 22  尾  関     善  之  ⾃  ⺠  党  鶴  政  ク  ラ  ブ  議  員  団  ⼀  問  ⼀  答 

 23  ⼭  本     治  兵  衛  新  政  ク  ラ  ブ  議  員  団  ⼀  問  ⼀  答 
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 【⼀  般  質  問】 

 １     南  正  弘  議  員  （⾃  ⺠  党  鶴  政  ク  ラ  ブ  議  員  団）  ［⼀  問  ⼀  答］ 

 １     舞  鶴  市  の  介  護  に  つ  い  て 
       過  疎  化  や  少  ⼦  ⾼  齢  化  に  よ  り  全  国  的  な  問  題  と  なっ  て  い  る  介  護  の  問  題  に  つ  い 

 て、  当  市  の  現  状、  主  に  介  護  施  設  や  介  護  ス  タッ  フ  の  数  は  ど  れ  く  ら  い  で、  そ  の 
 数  で  ⼗  分  介  護  サー  ビ  ス  を  受  け  る  こ  と  が  で  き  て  い  る  の  か、  将  来  的  に  は  ど  う  な 
 の  か  に  つ  い  て  問  う。 

 ２     指  定  管  理  者  に  運  営  を  任  せ  て  い  る  施  設  に  つ  い  て 
       舞  鶴  市  内  に  は  い  く  つ  か  の  指  定  管  理  者  に  運  営  を  任  せ  て  い  る  施  設  が  あ  る  が、  そ  の  中  で  東 

 舞  鶴  公  園  の  管  理  棟  に  設  置  さ  れ  て  い  る  時  計  に  つ  い  て  は、  も  う  何  年  も  動  い  て  お  ら  ず  過  去  に 
 も  ど  う  に  か  な  ら  な  い  か  質  問  し  た  が、  そ  の  後  の  対  応  に  つ  い  て  問  う。 

       ま  た、  ⻘  葉  ⼭  ろ  く  公  園  グ  リー  ン  ス  ポー  ツ  セ  ン  ター  の  シャ  ワー  ルー  ム  が  ⼀  つ  し  か  な 
 く、  男  ⼥  共  同  使  ⽤  と  なっ  て  い  る  の  は  問  題  が  あ  る  と  感  じ  る  の  で、  も  う  1  棟  建  設  し  て  い  た 
 だ  く  こ  と  を  考  え  て  い  な  い  か  を  問  う。 

 ２     伊  ⽥  悦  ⼦  議  員  （⽇  本  共  産  党  議  員  団）  ［⼀  問  ⼀  答］ 

 １     ま  ち‧  ⼈  を  元  気  に  す  る  ⽂  化  政  策  の  充  実  に  つ  い  て 
       ⽂  化‧  芸  術  は、  ⼈々  に  ⽣  き  る  ⼒  を  与  え、  ⼼  豊  か  な  暮  ら  し  に  ⽋  か  す  こ  と  は 

 で  き  な  い。  総  合  ⽂  化  会  館  は、  そ  の  よ  う  な  中、  市  ⺠  に  開  か  れ  た  ⽂  化  の  拠  点  施 
 設‧  交  流  施  設  で  あ  る  必  要  が  あ  る。  ま  た、  全  て  の  市  ⺠  の  ⽂  化  活  動  へ  の  ⽀  援  の 
 充  実  が  必  要  で  あ  る。  そ  の  ⾒  解  を  問  う。 

 ２     中  央  図  書  館  を  め  ぐ  る  課  題  解  決  に  つ  い  て 
       建  設  予  定  地  の  ⼟  壌  汚  染  を  め  ぐっ  て  の  市  ⺠  へ  の  説  明  の  不  ⼗  分  さ。  分  館  の  全  貌  が  わ  か  ら 

 ず  市  ⺠  は  不  安。  特  に  東  分  館  に  つ  い  て、  市  ⺠  理  解  が  得  ら  れ  て  い  な  い  と  感  じ  る。  そ  の  ⾒  解 
 を  問  う。  ま  た、  実  施  設  計  の  段  階  と  なっ  て  い  る  が、  ス  リ  ム  化  で  き  る  と  こ  ろ  は  ス  リ  ム  化  す 
 る  必  要  が  あ  る  が、  そ  の  ⾒  解  を  問  う。 

 ３     ⼦  ど  も  を  ⼤  切  に  し  た  教  育  に  つ  い  て 
       現  在  議  論  さ  れ  て  い  る  「舞  鶴  市  学  校  規  模  適  正  ビ  ジョ  ン」  で、  ⼩  規  模  校  の  統  廃  合  が  議  論 

 さ  れ  て  い  る。  こ  れ  に  つ  い  て  は、  市  ⺠  合  意  が  必  要。  ⼤  阪‧  関  ⻄  万  博  へ  の  児  童‧  ⽣  徒  の  参 
 加  は  安  全  性  の  ⾯  か  ら  考  え  て  も、  今  か  ら  で  も  参  加  を  ⾒  直  す  べ  き。  市  の  ⾒  解  を  問  う。 

 ４     加  齢  性  難  聴  者  へ  の  補  聴  器  に  対  す  る  助  成  に  つ  い  て 
       難  聴  は  認  知  症  の  最  ⼤  危  険  因  ⼦  と  ⾔  わ  れ  て  い  る。  ま  た、  そ  の  こ  と  に  よ  り、  ⾼  齢  者  の  ⾏ 

 動  範  囲  を  狭  く  す  る  こ  と  に  も  つ  な  が  る。  他  ⾃  治  体  で  は、  補  聴  器  購  ⼊  に  対  し、  ⾃  治  体  独  ⾃ 
 で  補  助  を  し  て  い  る  と  こ  ろ  も  あ  る。  本  市  も  す  べ  き。  ま  た、  国  に  対  し、  国  と  し  て  の  助  成  を 
 求  め  る  必  要  が  あ  る。  市  の  ⾒  解  を  問  う。 
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 ３     仲  井  玲  ⼦  議  員  （超  党‧  市  ⺠  ファー  ス  ト  議  員  団）  ［２  分  割］ 

 １     住  ⺠  主  体  の  地  域  づ  く  り  の  構  築  に  つ  い  て 
       ⼈  ⼝  減  少  に  よ  る  ⾃  主  財  源  の  減  少‧  ⼈  材  不  ⾜  な  ど  ⾏  政  機  能  の  弱  体  化  の  中、 

 住  ⺠  ⾃  ら  が  地  域  課  題  に  取  り  組  む  必  要  性  が  ⾼  まっ  て  い  る  が、  新  た  な  地  域  コ 
 ミュ  ニ  ティ  再  構  築  に  向  け  た  取  組  状  況  に  つ  い  て  問  う。  ま  た、  「地  域  版  ふ  る  さ 
 と  納  税」  は、  地  域  住  ⺠  の  つ  な  が  り  を  育  み、  資  ⾦  調  達  に  も  な  る  ⼿  法  で  あ  る 
 が、  活  ⽤  に  つ  い  て  市  の  ⾒  解  を  問  う。 

 ２     庁  内  横  断  型  の  舞  鶴  市  の  ま  ち  づ  く  り  の  テー  マ  に  つ  い  て 
       ⽂  化  の  ま  ち‧  ス  ポー  ツ  の  ま  ち‧  ⾷  育  の  ま  ち  等、  特  ⾊  あ  る  テー  マ  で  多  部  署  の  施  策  を  横 

 断  的  に  考  え  る  こ  と  は、  明  確  な  メッ  セー  ジ  を  市  ⺠  に  伝  え、  わ  か  り  や  す  い  施  策  に  つ  な  が  る 
 と  考  え  る  が、  市  の  ⾒  解  を  問  う。  ま  た、  ⽂  化  活  動、  ス  ポー  ツ  活  動  が  教  育‧  福  祉‧  商  業‧ 
 ⾼  齢  者  ⽀  援‧  引  き  こ  も  り  ⽀  援  な  ど  の  取  組  に  も  つ  な  が  る  と  考  え  る  が、  市  の  ⾒  解  を  問  う。 

 ４     上  ⽻  和  幸  議  員  （公  明  党  議  員  団）  ［⼀  問  ⼀  答］ 

 １     こ  ど  も  ま  ん  な  か  社  会  を  踏  ま  え  た  学  校  教  育、  教  育  ⽀  援  に  つ  い  て 
       不  登  校  は、  社  会  的  な  課  題  で、  国  の  対  策  が  追  い  つ  い  て  い  な  い。  ⼦  ど  も  の  貴 

 重  な  学  び  や  発  育  の  期  間  を  逃  す  こ  と  に  も  な  り  か  ね  ず、  不  登  校  の  ⼦  ど  も  を  持  つ 
 保  護  者、  家  庭  の  苦  悩  は  深  い。  そ  こ  で  不  登  校  の  現  状、  学  校  と  家  庭、  ⼦  ど  も  家 
 庭  セ  ン  ター  と  の  連  携、  ま  た  「学  び  の  多  様  化  学  校」  設  置  の  考  え、  そ  し  て、  ⼦ 
 ど  も  の  声  も  受  け  ⼊  れ  て  い  く  姿  勢  に  つ  い  て  問  う。 

 ２     道  路  の  維  持  管  理  に  つ  い  て 
       道  路  の  舗  装  が  傷  ん  で  い  る  と  こ  ろ  が  多  く、  ま  た、  区  画  線  や  横  断  歩  道  の  ⽩  線  が  薄  く  なっ 

 て  い  る  と  こ  ろ  が  多  い。  安  全  の  上  で、  不  ⼗  分  で  は  な  い  か。  も  ち  ろ  ん  限  ら  れ  た  財  源  で  あ 
 り、  ⻑  寿  命  化  を  図  り  つ  つ、  優  先  順  位  の  中  で  修  繕  を  ⾏  わ  れ  て  い  る  と  思  う  が、  道  路  の  維  持 
 管  理  に  対  し  て、  財  源  が  不  ⾜  し  て  い  る  の  か、  維  持  管  理  の  状  況  や  課  題  に  つ  い  て  問  う。 

 ３     東  ⻄  市  街  地  の  浸  ⽔  対  策  に  つ  い  て 
       令  和  ６  年  度  に  業  務  委  託  し  た  「⾬  ⽔  管  理  総  合  計  画」  の  進  捗  と  ⾒  通  し、  ま  た、  計  画  に  伴 

 う  浸  ⽔  対  策  事  業、  全  ⾏  程  に  つ  い  て  ⾒  通  し  を  問  う。  ま  た、  静  渓  ポ  ン  プ  場  に  対  す  る  検  証  会 
 議  か  ら、  原  因  と  課  題、  再  発  防  ⽌  策  に  つ  い  て  厳  し  い  報  告  が  な  さ  れ  た。  再  発  防  ⽌  の  達  成  と 
 今  後  の  ⾒  通  し、  職  員  の  資  質  向  上  に  加  え  て、  技  術  職  員  の  ⼈  材  確  保  に  つ  い  て  も  問  う。 

 ５     眞  下  隆  史  議  員  （新  政  ク  ラ  ブ  議  員  団）  ［⼀  問  ⼀  答］ 

 ‧     舞  鶴  市  の  ⼩  中  学  校  統  合  再  編‧  再  配  置  の  事  業  に  つ  い  て 
       舞  鶴  市  で  は、  本  年  １  ⽉  か  ら  教  育  委  員  会  を  中  ⼼  に  「舞  鶴  市  教  育  環  境  の  在  り 

 ⽅  懇  話  会」  が  開  催  さ  れ、  市  内  ⼩  中  学  校  の  児  童  ⽣  徒  数  が  減  少  し  て  い  る  課  題  に、 
 学  校  統  配  合  の  可  能  性  を  含  め  た  議  論  が  開  始  さ  れ  た。  教  育  環  境  の  み  な  ら  ず  地  域 
 コ  ミュ  ニ  ティ  や  地  域  防  災  を  担  う  施  設  へ  の  影  響  や、  本  来  の  ⽬  的  「質  の  ⾼  い  教  育 
 環  境」  を  ⽬  指  す  今  後  の  計  画  を  問  う。 
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 ６     川  ⼝  孝  ⽂  議  員  （⾃  ⺠  党  鶴  政  ク  ラ  ブ  議  員  団）  ［⼀  問  ⼀  答］ 

 １     公  ⽤  ⾞  の  管  理‧  運  ⽤  等  に  つ  い  て 
       本  市  で  は、  令  和  7  年  2  ⽉  27  ⽇  か  ら  3  ⽉  12  ⽇  に  か  け  て、  5  ⽇  間、  178Km  に  わ  た 

 り、  ⾞  検  切  れ  の  公  ⽤  ⾞  を  運  ⾏  し  て  い  た  こ  と  が  判  明  し  た。  市  ⻑  は、  事  例  を  招  い 
 た  こ  と  を  深  く  反  省  す  る  と  と  も  に、  今  後  は  公  ⽤  ⾞  の  管  理  を  徹  底  し、  信  頼  回  復  に 
 努  め  る  と  述  べ  ら  れ  た。  ど  の  よ  う  に  管  理‧  チェッ  ク  体  制  が  ⾒  直  さ  れ、  ど  の  よ  う 
 に  実  践  さ  れ  て  い  る  の  か  を  問  う。 

 ２     ⾚  れ  ん  が  パー  ク  第  2  駐  ⾞  場  （市  役  所  前）  に  つ  い  て 
       当  該  駐  ⾞  場  で  は、  ⼀  ⽅  通  ⾏  規  制  の  逆  ⾛  や、  軽  ⾃  動  ⾞  専  ⽤  区  画  へ  の  普  通  ⾞  な  ど  の  駐  ⾞ 

 を  た  び  た  び  ⽬  に  す  る。  駐  ⾞  場  で  の  逆  ⾛  原  因  の  主  な  も  の  は  「表  ⽰  が  ⾒  え  づ  ら  い‧  わ  か  り 
 に  く  い」  と  ⾔  わ  れ  て  い  る。  表  ⽰  を  ⾒  や  す  く  す  る。  ⾃  動  ⼆  輪  駐  輪  区  画  や  ⾞  ⽌  め  の  整  備  を 
 ⾏  う  な  ど、  改  善  の  必  要  が  あ  る  と  思  料  す  る。  有  料  化  を  契  機  に  再  整  備  計  画  の  有  無  を  問  う。 

 ７     ⼩  杉  悦  ⼦  議  員  （⽇  本  共  産  党  議  員  団）  ［⼀  問  ⼀  答］ 

 １     コ  メ  の  ⽣  産  を  ⽀  援  す  る  こ  と  に  つ  い  て 
       「令  和  の  ⽶  騒  動」  と  い  わ  れ  る  ⽶  の  ⾼  騰  は、  政  府  が  事  実  上  の  減  反  と  ⽣  産  者 

 ⽶  価  を  低  く  抑  え、  コ  メ  の  流  通  を  実  質  市  場  任  せ  に  し  て  き  た  こ  と  が  原  因。  コ  メ 
 農  家  が  ２  ０  ０  ０  年  か  ら  1/3  に  減  少  し  て、  コ  メ  の  供  給  量  が  不  ⾜  す  る  ま  で  に  ⾄っ 
 て  い  る。  コ  メ  ⽣  産  を  増  産  す  る  政  策  に  転  換  し、  所  得  補  償  制  度  の  復  活  な  ど  稲  作 
 農  家  の  ⽀  援  充  実  を  問  う。 

 ２     介  護  事  業  の  危  機  に  つ  い  て 
       訪  問  介  護  事  業  所  （ホー  ム  ヘ  ル  パー  派  遣）  の  休  ⽌  な  ど  介  護  の  危  機  が  本  市  で  も  表  れ  て  い 

 る。  昨  年  ４  ⽉  の  介  護  報  酬  の  改  定  で  報  酬  が  引  き  下  が  り、  経  営  悪  化  と  慢  性  の  ⼈  ⼿  不  ⾜  に  よ 
 る  も  の  が  原  因。  ⾼  齢  者  が  在  宅  ⽣  活  を  続  け  る  た  め  に  は、  こ  の  事  業  で  在  宅  ⽣  活  を  ⽀  え  る  こ 
 と  が  ⽋  か  せ  な  い。  市  の  ⼈  材  確  保  事  業  や  訪  問  介  護  事  業  所  へ  の  独  ⾃  ⽀  援  策  を  問  う。 

 3     地  域  医  療  に  市  が  公  的  責  任  を  果  た  す  こ  と  に  つ  い  て 
       診  療  報  酬  が  昨  年  ４  ⽉  改  定  さ  れ、  全  国  で  病  院  は  経  営  の  危  機  に  直  ⾯  し、  さ  ら  に  国  の  病  床 

 削  減  政  策  で、  「政  府  に  よ  る  病  院  の  休  廃  合  の  加  速、  病  院  つ  ぶ  し」  に  つ  な  が  り  か  ね  な  い  状 
 況。  本  市  の  医  療  環  境  に  も  影  響  が  あ  る  こ  と  か  ら、  医  師  確  保  や  看  護  師  確  保  に  向  け  た  市  の  ⽀ 
 援  策  の  強  化  で、  病  院  経  営  を  ⽀  え  る  取  組  の  強  化  を  問  う。 
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 ８     廣  瀬  昇  議  員  （超  党‧  市  ⺠  ファー  ス  ト  議  員  団）  ［⼀  問  ⼀  答］ 

 １     市  ⺠  の  命  と  健  康  を  守  る  医  療‧  介  護  体  制  の  充  実  に  つ  い  て 
       ⾼  齢  化  の  進  展  に  伴  う  市  ⺠  の  医  療‧  介  護  ニー  ズ  に  対  し、  在  宅  医  療  体  制  の  強 

 化、  介  護  者  ⽀  援、  経  済  的  困  窮  者  や  障  害  者  へ  の  ⽀  援、  権  利  擁  護、  認  知  症‧  精 
 神  疾  患  等  へ  の  対  応、  市  内  医  療  機  関  連  携  に  よ  る  地  域  医  療  の  充  実、  そ  し  て  地  域 
 包  括  ケ  ア  シ  ス  テ  ム  の  強  化  に  つ  い  て、  市  の  取  組  と  ⾒  解  を  問  う。 

 ２     外  国  ⼈  材  の  活  躍  に  つ  い  て 
       ウ  ズ  ベ  キ  ス  タ  ン  と  の  交  流  を  背  景  に、  外  国  ⼈  留  学  ⽣  受  ⼊  状  況、  市  内  定  着  ⽀  援、  地  域  交 

 流  促  進、  異  ⽂  化  理  解、  今  後  の  交  流  展  望  と  外  国  ⼈  材  が  活  躍  し  や  す  い  環  境  整  備  に  お  け  る  ⾏ 
 政  の  役  割  を  問  う。 

 ３     ⼦  育  て  ⽀  援、  地  域  経  済  活  性  化  及  び  ⾷  料  安  全  保  障  に  関  す  る  先  進  事  例  を  踏  ま  え  た  本  市  の 
 施  策  展  開  に  つ  い  て 

       ⼦  育  て  世  帯  へ  の  経  済  的  ⽀  援  と  し  て  他  市  の  クー  ポ  ン‧  ⽶  配  布  事  業  を  参  考  に  そ  の  有  効 
 性、  市  の  考  え  を  問  う。 

       ま  た、  ⾷  料  安  全  保  障  の  観  点  か  ら、  他  市  の  ⾷  料  危  機  対  策  を  踏  ま  え、  学  校  給  ⾷  に  お  け  る 
 地  場  産  物  活  ⽤  の  現  状  と  拡  ⼤  ⽅  針、  市  ⺠  の  安  定  的  な  ⾷  料  確  保  に  向  け  た  市  の  取  組  に  つ  い  て 
 問  う。 

 ９     杉  島  久  敏  議  員  （公  明  党  議  員  団）  ［⼀  問  ⼀  答］ 

 ‧     舞  鶴  市  中  央  図  書  館  建  設  ⽤  地  の  ⼟  壌  改  良  に  つ  い  て 
       「⼟  壌  汚  染  を  確  認  し  た  時  点  で、  そ  の  危  険  性  を  認  識  し、  近  隣  住  ⺠  に  対  し、 

 周  知  を  す  る  機  会  を  設  け  る  べ  き  で  あっ  た  の  で  は  な  い  か」  「説  明  会  の  開  催  に  あ 
 た  り、  地  下  ⽔  汚  染  の  対  応  策  も  含  め、  ど  の  よ  う  な  想  定  を  さ  れ、  ど  の  よ  う  な  姿 
 勢、  ど  の  よ  う  な  お  考  え  を  もっ  て  説  明  会  に  臨  ま  れ  た  の  か」  「説  明  会  の  進  め  ⽅ 
 に  お  い  て、  納  得  の  い  く  説  明  を  優  先  的  に  実  施  す  べ  き  で  あっ  た  の  で  は  な  い  か」 
 「安  全  ⾯  か  ら  梅  ⾬  ⼊  り  を  想  定  し、  ど  の  よ  う  な  対  策  を  もっ  て  ⼟  壌  搬  出  ⼯  事  に  あ  た  ら  れ  る 
 の  か」  「⼟  壌  改  良  ⼯  事  に  お  い  て、  ど  の  よ  う  に  す  れ  ば  安  全  に  取  り  除  け  る  の  か、  そ  の  ⽅  法 
 に  つ  い  て  意  ⾒  を  交  わ  す  場  に  し  て  ⾏  く  た  め  に  も、  市  と  し  て、  進  め  ら  れ  る  事  業  計  画  に  は  ⾮ 
 常  に  期  待  す  る  も  の  で  あ  る  こ  と  か  ら、  今  後  の  ス  ケ  ジュー  ル  に  つ  い  て  は  ど  の  よ  う  に  お  考  え 
 か」  を  問  う。 
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 10     今  ⻄  克  ⼰  議  員  （新  政  ク  ラ  ブ  議  員  団）  ［⼀  問  ⼀  答］ 

 １     北  陸  新  幹  線  ⼩  浜‧  京  都  ルー  ト  を  ⾒  直  し、  京  都  府  北  部  ルー  ト  を  再  考  す  る  こ 
 と  に  つ  い  て 

       平  成  28  年  3  ⽉、  北  陸  新  幹  線  京  都  府  北  部  ルー  ト  を  誘  致  す  る  た  め  京  都  北  部  5  市  2 
 町  の  商  ⼯  会  議  所、  ⾃  治  体、  議  会  な  ど  が  誘  致  促  進  同  盟  会  を  設  ⽴  し、  誘  致  に  取 
 組  ん  で  き  た  が、  平  成  29  年  に  ⼩  浜‧  京  都  ルー  ト  に  決  定  し  た。  近  年、  概  算  事  業 
 費  が  当  初  の  2  倍、  ⼯  期  も  28  年  に  延  び  る  な  ど  前  提  条  件  が  当  時  と  ⼤  き  く  変  更  に 
 なっ  た。  現  ⾏  計  画  を  ⾒  直  し  京  都  府  北  部  ルー  ト  を  再  考  す  る  考  え  は  な  い  か  問  う。 

 ２     由  良  川  取  ⽔  に  お  け  る  塩  ⽔  遡  上  対  策  に  つ  い  て 
       本  市  取  ⽔  量  の  8  割  を  担  う  ⼆  箇  取  ⽔  場  は、  近  年  の  温  暖  化  に  よ  る  海  ⾯  上  昇  に  よ  る  影  響  を 

 受  け、  塩  ⽔  遡  上  が  著  し  く  取  ⽔  で  き  な  い  状  態  が  増  加  し  て  い  る。  市  で  は  新  た  な  取  ⽔  場  を  現 
 在  の  ⼆  箇  取  ⽔  場  か  ら  さ  ら  に  数  キ  ロ  上  流  部  に  移  転  す  る  計  画  を  進  め  て  い  る  が、  河  道  の  状  況 
 等  を  考  慮  し  た  塩  ⽔  遡  上  の  な  い  地  点  で  の  整  備  計  画  と、  由  良  川  河  川  整  備  計  画  と  連  携  し  た  事 
 業  な  の  か  を  問  う。 

 11     ⽔  嶋  ⼀  明  議  員  （⾃  ⺠  党  鶴  政  ク  ラ  ブ  議  員  団）  ［⼀  括］ 

 ‧     市  道  宮  下  ⾕  ⼝  線  と  上  良  ⼤  将  軍  線  の  歩  道  整  備  を  ⽬  的  と  し  た  交  通  安  全  事  業  の 
 進  捗  状  況  等  及  び  ア  イ  リ  ス  オー  ヤ  マ  ㈱  の  ⼯  場  建  設  ⾞  両  と  の  調  整  等  に  つ  い  て 

       本  市  は、  令  和  4  年  か  ら  通  学  児  童‧  ⽣  徒、  地  域  住  ⺠  の  皆  さ  ん  が  安  全  安  ⼼  に  利 
 ⽤  で  き  る  歩  道  の  整  備  と  道  路  拡  幅  事  業  を  進  め  ら  れ  て  い  る。 

       こ  の  た  び、  旧  ⼤  和  紡  績  舞  鶴  ⼯  場  跡  地  に  ア  イ  リ  ス  オー  ヤ  マ  ㈱  の  誘  致  が  決  ま 
 り、  ⼯  事  ⽤  ⾞  両  通  路  と  し  て  利  ⽤  さ  れ  る  こ  と  か  ら、  各  関  係  者  と  ど  の  よ  う  に  調 
 整  を  さ  れ  な  が  ら  安  全  な  通  学  路  の  整  備  に  取  り  組  ま  れ  る  の  か  問  う。 

 12     ⼩  ⻄  洋  ⼀  議  員  （⽇  本  共  産  党  議  員  団）  ［⼀  問  ⼀  答］ 

 １     関  ⻄  電  ⼒  の  「使  ⽤  済  み  核  燃  料  の  陸  上  保  管」  計  画  に  つ  い  て 
       若  狭  地  域  に  あ  る  関  ⻄  電  ⼒  の  使  ⽤  済  み  核  燃  料  プー  ル  が  あ  と  数  年  で  いっ  ぱ  い 

 に  な  る。  現  状  で  は  ど  こ  に  も  ⾏  き  場  の  な  い  「使  ⽤  済  み  核  燃  料」  だ  が、  関  ⻄  電 
 ⼒  は、  ⽔  冷  プー  ル  か  ら  取  り  出  し、  陸  上  保  管  す  る  計  画  で  あ  る。  安  全  は？、  市 
 ⺠  へ  の  説  明  は？、  ど  う  す  る  の  か、  市  の  ⾒  解  を  問  う。 

 ２     深  刻  な  物  価  ⾼  騰  か  ら  暮  ら  し  を  守  る  緊  急  施  策  の  実  施  に  つ  い  て 
       物  価  ⾼  騰  が  ⽌  ま  ら  な  い。  「⾷  費  を  切  り  詰  め  て  い  る」  「スー  パー  の  買  い  物  で  財  布  の  中 

 が  ⼼  配」  の  声  が  あ  る。  暮  ら  し  と  営  業  も  深  刻  で  あ  る。  市  ⺠  の  暮  ら  し  を  守  る  緊  急  施  策、  ⾼ 
 齢  者  世  帯  等  へ  の  「エ  ア  コ  ン  助  成  制  度」  創  設、  消  費  税  の  5  ％  減  税  を  国  に  求  め  る  こ  と  に  つ 
 い  て、  市  の  ⾒  解  を  問  う。 

 ３     「学  校  部  活  動  の  地  域  移  ⾏」  の  到  達  点  と  課  題  に  つ  い  て 
       来  年  9  ⽉  か  ら  中  学  校  の  ク  ラ  ブ  活  動  が  地  域  移  ⾏  す  る。  今  年  の  3  ⽉  に  「舞  鶴  市  部  活  動  地  域 

 展  開  推  進  計  画」  が  策  定  さ  れ  た  が、  地  域  の  指  導  者  な  ど  受  け  ⽫  の  整  備  や、  財  政  的  ⽀  援  も  含 
 め  た  地  域  や  家  庭  へ  の  ⽀  援  な  ど、  市  の  公  的  責  任  と  公  的  ⽀  援  に  つ  い  て  市  の  ⾒  解  を  問  う。 

 ４     舞  鶴  海  上  ⾃  衛  隊  の  安  全  保  障  上  の  新  た  な  段  階  に  つ  い  て 
       こ  れ  ま  で  か  ら  議  会  の  た  び  に  舞  鶴  の  海  上  ⾃  衛  隊  基  地  の  拡  ⼤‧  増  強  に  つ  い  て  質  問  し  て  き 

 た。  さ  ら  に、  舞  鶴  基  地  へ  「スー  パー  イー  ジ  ス  艦  （通  称)」  が  配  備  さ  れ  る  こ  と  も  想  定  さ 
 れ  る。  そ  の  た  め  に  北  吸  岸  壁  の  浚  渫  と  桟  橋  の  延  ⻑  計  画  も  予  定  さ  れ  て  い  る。  市  ⺠  へ  の  説  明 
 責  任  に  つ  い  て  問  う。 
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 13     ⾼  橋  秀  策  議  員  （超  党‧  市  ⺠  ファー  ス  ト  議  員  団）  ［⼀  括］ 

 １     海  上  保  安  学  校  に  つ  い  て 
       海  上  保  安  学  校  を  ど  の  よ  う  に  捉  え  ら  れ  て  い  る  の  か、  ま  た、  学  ⽣  と  の  よ  り  ⼀ 

 層  の  コ  ミュ  ニ  ティ  を  図  る  取  組  に  つ  い  て  ど  の  よ  う  な  ⾒  解  を  お  持  ち  な  の  か  を  問 
 う。 

       保  安  学  校  へ  ア  ク  セ  ス  す  る  歩  道  の  新  設、  周  辺  整  備  に  つ  い  て、  市  の  ⾒  解  を  問 
 う。 

 ２     ⺠  間  保  育  園  保  育  ⼠  ⽀  援  制  度  に  つ  い  て 
       市  の  保  育  ⼠  ⽀  援  制  度  は、  ３  号  認  定  の  ⼦  ど  も  の  利  ⽤  定  員  を  設  定  し  て  い  る  施  設  に  限  る  と 

 さ  れ  て  お  り、  ３  号  認  定  の  ⼦  ど  も  さ  ん  を  預  かっ  て  い  な  い  園  に  は  市  の  ⽀  援  制  度  は  受  け  ら  れ 
 な  い  も  の  も  あ  る。 

       待  機  児  童  の  解  消  に  向  け  た  取  組  の  ⼀  環  で  あ  る  保  育  ⼠  ⽀  援  制  度  の  ⾒  直  し  に  つ  い  て  ⾏  う  べ 
 き  と  考  え  る  が、  市  の  ⾒  解  を  問  う。 

 ３     教  育  環  境  に  つ  い  て 
       学  校  グ  ラ  ウ  ン  ド  の  維  持  管  理  に  つ  い  て、  草  刈  機  を  ⼿  動  式  か  ら  ⾃  ⾛  式  や  乗  ⽤  型  の  導  ⼊  に 

 つ  い  て  の  考  え  を  問  う。 

 14     松  ⽥  弘  幸  議  員  （公  明  党  議  員  団）  ［⼀  問  ⼀  答］ 

 １     本  市  の  駐  ⾞  場  に  つ  い  て 
       3  ⽉  定  例  会  の  ⼀  般  質  問  の  答  弁  で  は、  イ  ベ  ン  ト  の  規  模  に  応  じ  て、  共  ⽤  駐  ⾞  場 

 に  加  え、  周  辺  施  設  に  最  ⼤  360  台  分  の  臨  時  駐  ⾞  場  を  確  保  し、  各  駐  ⾞  場  に  警  備  員 
 を  配  置  す  る  と  の  お  答  え  で  あっ  た  が、  総  合  ⽂  化  会  館  ⼤  ホー  ル  で  開  催  さ  れ  た  演 
 奏  会  で  は、  各  駐  ⾞  場  に  警  備  員  は  配  置  さ  れ  て  お  ら  ず、  市  ⺠  か  ら  虚  偽  答  弁  で  は  な 
 い  か  と  の  指  摘  が  あっ  た  の  で  問  う。 

 ２     学  校  給  ⾷  に  つ  い  て 
       ⼦  ど  も  た  ち  の  健  や  か  な  成  ⻑  は  も  と  よ  り、  感  謝  の  気  持  ち  を  育  成  す  る  た  め  に  も、  よ  り  良 

 い  給  ⾷  の  提  供  環  境、  ⼦  ど  も  た  ち  に  温  か  い  給  ⾷  を  提  供  で  き  る  環  境  が  ⼤  切  だ  と  考  え  る。  セ 
 ン  ター  ⽅  式  に  よ  る  給  ⾷  は、  ⼦  ど  も  た  ち  か  ら  好  評  と  聞  い  て  い  る  が、  本  市  で  導  ⼊  す  る  考  え 
 は  な  い  か  問  う。 

 ３     ト  レー  ラー  ト  イ  レ  に  つ  い  て 
       ト  レー  ラー  ト  イ  レ  の  主  な  メ  リッ  ト  は、  移  動  可  能  で  災  害  時  や  イ  ベ  ン  ト  な  ど  で  ⼿  軽  に  設 

 置  で  き  る  こ  と  や、  給  ⽔  タ  ン  ク  と  汚  ⽔  タ  ン  ク  を  備  え  て  い  る  た  め、  遠  隔  地  で  も  す  ぐ  に  使  ⽤ 
 開  始  で  き  る。  ⾃  治  体  が  災  害  時  に  活  ⽤  で  き  る  ト  レー  ラー  ト  イ  レ  は、  全  国  の  ⾃  治  体  で  導  ⼊ 
 が  進  ん  で  い  る。  本  市  の  導  ⼊  の  考  え  を  問  う。 
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 15     ⽥  畑  篤  ⼦  議  員  （新  政  ク  ラ  ブ  議  員  団）  ［⼀  問  ⼀  答］ 

 １     地  域  医  療  の  持  続  可  能  な  仕  組  み  づ  く  り  に  つ  い  て 
       公  的  4  病  院  の  再  編‧  統  合  と  経  営‧  雇  ⽤  に  つ  い  て  提  案  を  す  る。  舞  鶴  市  は、  東 

 ⻄  舞  鶴  が、  そ  の  歴  史  や  発  展  の  仕  ⽅  も  違  う  こ  と  か  ら  ⼆  分  化  し  て  お  り、  市  ⺠  の 
 意  識  は  変  え  ら  れ  な  い。  そ  こ  で  の  提  案  を  す  る。  ま  た、  市  ⺠  へ  の  地  域  医  療  の  意 
 識  改  ⾰  も  重  要  課  題  で  あ  り、  昔  は、  な  ん  で  も  診  て  も  ら  え  た  病  院  の  状  況  が、  今 
 や、  そ  う  は  い  か  な  い  市  ⺠  へ  の  意  識  改  ⾰  を  問  う。 

 ２     吉  原  地  区  伝  統  的  建  造  物  郡  保  存  事  業  へ  の  取  組  に  つ  い  て 
       「伝  統  的  建  造  物  郡  保  存  事  業」  の  地  域  住  ⺠  へ  の  理  解  を  得  た  事  業  推  進  で  あ  る  か。  今  住  ん 

 で  い  る  地  域  住  ⺠  と  そ  の  家  族  が  願  う  地  域  の  将  来  像  の  在  り  ⽅  を  問  う。  ⼈  ⼝  減  少  に  よ  る  過  疎 
 化  傾  向  を、  伝  統  的  建  造  物  を  残  す  こ  と  で、  地  域  住  ⺠  に  希  望  の  持  て  る  未  来  へ  の  事  業  と  い  う 
 こ  と  が  伝  わっ  て  い  る  か。  市  の  地  域  を  思  う  気  持  ち  と  地  域  が  ⼀  体  化  し  て  い  る  の  か  を  問  う。 

 16     上  野  修  ⾝  議  員  （⾃  ⺠  党  鶴  政  ク  ラ  ブ  議  員  団）  ［⼀  問  ⼀  答］ 

 ‧     森  林‧  ⾥  ⼭  整  備  に  つ  い  て 
       森  林  環  境  譲  与  税  に  関  わっ  て、  多  祢  寺  の  市  有  林  モ  デ  ル  皆  伐  再  造  林  事  業  の  ⽬ 

 的  と  事  業  内  容  の  ほ  か、  森  林  環  境  譲  与  税  の  使  途  の  ⽅  向  性  を  問  う。  併  せ  て、  効 
 果  的  に  活  ⽤  す  る  に  は、  地  域  活  動  ⽀  援  を  通  じ  た  森  林  整  備  が  重  要  と  考  え  る  が、 
 市  の  考  え  を  問  う。 

       ま  た、  ⼭  か  ら  地  域  を  元  気  に  す  る  事  業  に  つ  い  て、  今  年  度  の  申  請  状  況、  市  内 
 の  地  域‧  ⾃  治  会  な  ど  へ  の  本  事  業  の  周  知  と  活  動  促  進  の  ⽅  法  の  ほ  か、  来  年  度  以  降  も  継  続  す 
 べ  き  事  業  と  考  え  る  が、  市  と  し  て  の  考  え  を  問  う。 
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 17     福  本  明  ⽇  ⾹  議  員  （超  党‧  市  ⺠  ファー  ス  ト  議  員  団）  ［⼀  問  ⼀  答］ 

 １     第  ⼀  次  産  業  が  与  え  る  影  響  と  ⽀  援  に  つ  い  て    
       全  国  的  な  ⽶  不  ⾜  問  題  で  の  ⽀  援  策  や  現  状、  学  校  給  ⾷  に  お  け  る、  安  ⼼  安  全  な 

 ⽶  の  確  保  と、  オー  ガ  ニッ  ク  ビ  レッ  ジ  宣  ⾔  に  つ  い  て、  「丹  後  と  り  ⾙」  の  ⾙  毒 
 の  発  ⽣  に  伴  う  現  状  と、  今  期  の  出  荷  が  出  来  な  い  場  合  の  ⽀  援  策  な  ど  や、  「ま  い 
 づ  る  親  善  ⼤  使」  と  連  携  し  た  ⼦  ど  も  た  ち  へ  の  ⾷  育、  担  い  ⼿  育  成  を  ⽬  指  し  た  教 
 育  に  つ  い  て、  農  業  に  お  け  る  野  焼  き  の  現  状  と、  事  故  防  ⽌  な  ど  問  う。 

 ２     READING  WORLD  ユ  ネ  ス  コ  世  界  記  憶  遺  産  舞  鶴  へ  の  ⽣  還     『約  束  の  鎮  魂  歌  (レ  ク  イ  エ 
 ム)』  に  つ  い  て 

       昨  年  に  引  き  続  き  本  年  も  開  催  さ  れ  る  が、  市  の  思  い  と、  開  催  に  ⾄  る  ま  で  の  取  組、  当  ⽇  の 
 公  共  交  通  機  関  と  の  連  携、  メ  ディ  ア  PR  と、  引  揚  記  念  館  で  の  イ  ベ  ン  ト  開  催  や、  語  り  部  と 
 の  連  携  や、  ツ  アー  の  実  施  等、  戦  後  80  年、  ユ  ネ  ス  コ  世  界  記  憶  遺  産  登  録  10  周  年  と  も  か  ら  め 
 た、  コ  ラ  ボ  企  画  や、  学  校  教  育  に  取  り  ⼊  れ  る  な  ど、  郷  ⼟  愛  の  醸  成  に  つ  な  げ  る  取  組  な  ど  に 
 つ  い  て  問  う。 

 ３     ⼦  ど  も  た  ち  の  学  校  と  教  育  に  つ  い  て 
       ⼦  ど  も  た  ち  の  安  全  な  教  育  環  境  の  確  保  に  向  け  て、  学  校  施  設  の  安  全  点  検  や  マ  ニュ  ア  ル  に 

 つ  い  て、  熱  中  症  対  策  と、  急  病  の  ⼦  ど  も  へ  の  対  応、  最  近  増  え  て  き  て  い  る  不  審  者  へ  の  対  策 
 で  ⼦  ど  も  の  安  全  を  守  る  本  市  の  取  組  と、  ⼦  ど  も  の  主  体  性  を  伸  ば  す、  ⾃  由  進  度  学  習  の  考  え 
 ⽅  に  つ  い  て、  好  事  例  を  取  り  ⼊  れ  た、  教  育  に  つ  い  て  問  う。 

 ４     放  課  後  等  デ  イ  サー  ビ  ス  事  業  に  つ  い  て 
       本  市  の  放  課  後  等  デ  イ  サー  ビ  ス  事  業  の  現  状  と  待  機  児  童  の  概  念  と  利  ⽤  状  況  に  つ  い  て  と、 

 ニー  ズ  把  握  と  通  学  ⽀  援  の  対  象  者  拡  ⼤、  ⼈  ⼿  不  ⾜  に  つ  い  て  本  市  事  業  所  の  現  状  と、  市  の  認 
 識  と  ⽀  援  策  に  つ  い  て、  放  課  後  等  デ  イ  サー  ビ  ス  事  業  の  利  ⽤  申  請  時  に  お  け  る、  相  談  ⽀  援  の 
 現  状  と、  セ  ル  フ  プ  ラ  ン  の  現  状  と  考  え  ⽅  に  つ  い  て、  セ  ル  フ  プ  ラ  ン  で  は  な  い、  相  談  ⽀  援  の 
 必  要  性  に  つ  い  て  問  う。 

 18     ⼩  ⾕  繁  雄  議  員  （公  明  党  議  員  団）  ［⼀  問  ⼀  答］ 

 １     誰  も  が  安  ⼼  し  て  暮  ら  せ  る  住  ま  い  の  確  保  ⽀  援  に  つ  い  て 
       昨  年  の  法  改  正  を  踏  ま  え、  本  市  の  住  ま  い  相  談  ⽀  援  事  業  の  進  展、  住  宅  確  保  困 

 難  者  へ  の  ⽀  援  施  策  の  成  果、  多  機  関  協  働  の  活  ⽤  状  況  及  び  ⾒  守  り  ⽀  援  の  具  体  策 
 と  課  題  を  問  う。  ま  た、  居  住  ⽀  援  協  議  会  設  ⽴  の  進  展  状  況  や  公  営  住  宅  等  の  ⻑  寿 
 命  化  計  画  に  基  づ  く  市  ⺠  ニー  ズ  に  応  じ  た  住  環  境  改  善  の  ⽅  針  に  つ  い  て  問  う。 

 ２     ⼦  ど  も  た  ち  の  熱  中  症  対  策  に  つ  い  て 
       猛  暑  に  よ  る  児  童  ⽣  徒  の  熱  中  症  対  策  と  し  て、  下  校  時  の  安  全  確  保  や  適  切  な  ⽔  分  補  給  ⽅ 

 法、  熱  中  症  警  戒  ア  ラー  ト  活  ⽤、  屋  外  活  動  の  制  限、  ⼩  中  学  校  へ  の  冷  ⽔  器  設  置  な  ど  に  関  す 
 る  本  市  の  取  組  状  況  と  ⾒  解  を  問  う。  ま  た、  地  域  連  携  や  課  題  解  決  策  に  つ  い  て  問  う。    
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 19     野  瀬  貴  則  議  員  （新  政  ク  ラ  ブ  議  員  団）  ［⼀  問  ⼀  答］ 

 １     墓  地  ⾏  政  へ  の  取  組  に  つ  い  て 
       多  死  社  会  の  現  代  に  お  い  て、  故  ⼈  の  遺  ⾻  は  従  来  の  お  墓  へ  の  埋  葬  だ  け  で  は  な 

 く、  ⼦  や  孫  に  迷  惑  を  か  け  な  い  た  め  に  樹  ⽊  葬  や  合  葬  墓  へ  の  埋  葬  な  ど  多  様  化  が  進 
 ん  で  い  る。  他  ⽅  で  先  祖  の  お  墓  が  あっ  て  も  不  便  な  場  所  に  あ  る  こ  と  か  ら  墓  じ  ま  い 
 や  近  い  場  所  へ  の  改  葬  の  要  望  も  多  い。  管  理  不  全  の  無  縁  墳  墓  を  発  ⽣  さ  せ  な  い  た  め 
 に  も、  墓  地  に  お  け  る  ⾏  政  の  役  割  と  責  任  に  つ  い  て  伺  う。 

 ２     地  域  の  防  犯  カ  メ  ラ  設  置  に  つ  い  て 
       防  犯  意  識  の  ⾼  ま  り  や  犯  罪  抑  ⽌、  そ  し  て  機  器  の  低  価  格  化  に  よ  り  地  域  に  防  犯  カ  メ  ラ  の  設 

 置  需  要  が  ⾼  まっ  て  い  る。  令  和  5  年  に  始  まっ  た  補  助  ⾦  制  度  に  よ  り  各  地  域  に  設  置  が  進  ん  で 
 い  る  が、  設  置  ⽅  法  や  管  理  な  ど  専  ⾨  的  な  部  分  は  単  年  度  交  代  の  ⾃  治  会  で  決  定  が  困  難  で  あ 
 る。  ⾏  政  の  伴  ⾛  ⽀  援  が  必  要  と  考  え  る  こ  と  か  ら、  制  度  の  現  状  と  課  題  の  解  消  策  に  つ  い  て  伺 
 う。    

 20     ⾕  川  眞  司  議  員  （⾃  ⺠  党  鶴  政  ク  ラ  ブ  議  員  団）  ［⼀  問  ⼀  答］ 

 １     保  育  の  無  償  化  と  給  ⾷  費  無  償  化  に  つ  い  て 
       幼  児  教  育‧  保  育  の  無  償  化  が  進  む  中  で、  給  ⾷  費  や  延  ⻑  保  育  料  な  ど  の  実  費  負  担 

 が  家  庭  の  負  担  と  なっ  て  い  る。  特  に  住  ⺠  税  ⾮  課  税  世  帯  や  多  ⼦  世  帯  へ  の  影  響  は 
 ⼤  き  い  と  考  え  る。  保  育  所  や  こ  ど  も  園  の  給  ⾷  費  を  無  償  化‧  軽  減  す  る  考  え  に  つ 
 い  て  市  の  ⾒  解  を  問  う。  ま  た、  0  〜  2  歳  児  の  保  育  ⽀  援  の  拡  充  ⽅  針  に  つ  い  て  市  の 
 考  え  を  問  う。 

 ２     リ  チ  ウ  ム  イ  オ  ン  電  池  の  回  収  に  つ  い  て 
       本  市  で  は  リ  チ  ウ  ム  イ  オ  ン  電  池  に  よ  る  ⽕  災  な  ど  の  事  故  は  過  去  に  あっ  た  の  か、  現  ⾏  の  回 

 収‧  分  別  体  制  は  ⼗  分  か、  住  ⺠、  特  に  ⾼  齢  者  や  外  国  ⼈  へ  の  周  知  は  ⼗  分  に  で  き  て  い  る  の 
 か、  今  後、  回  収  ボッ  ク  ス  設  置  拠  点  の  拡  ⼤  や  ⺠  間  と  の  連  携  強  化  な  ど、  具  体  的  対  策  を  講  じ 
 る  考  え  は  あ  る  の  か、  市  の  ⾒  解  を  問  う。 

 ３     緊  急  防  災‧  減  災  事  業  債  の  活  ⽤  に  つ  い  て 
       深  夜  や  早  朝  の  災  害  時、  市  ⺠  が  迅  速  に  避  難  所  へ  ⼊  れ  る  体  制  は  整っ  て  い  る  か、  鍵  の  管 

 理‧  解  錠  体  制  や  ⾮  常  時  の  対  応  は  万  全  か、  地  域  住  ⺠  に  鍵  を  託  す  「地  域  型  解  錠  体  制」  の  導 
 ⼊  の  考  え  は  あ  る  か、  能  登  半  島  地  震  の  教  訓  を  防  災  計  画  に  ど  う  反  映  し、  緊  防  債  を  活  ⽤  し  た 
 対  策  は  ど  の  程  度  進  ん  で  い  る  の  か、  市  の  ⾒  解  を  問  う。       

 21     眞  下  弘  明  議  員  （新  政  ク  ラ  ブ  議  員  団）  ［⼀  問  ⼀  答］ 

 ‧     ⾚  れ  ん  が  パー  ク  周  辺  駐  ⾞  場  に  つ  い  て 
       適  切  な  施  設  管  理  運  営  を  ⽬  指  す  た  め、  駐  ⾞  場  有  料  化  が  ⾏  わ  れ  る  が、  市  ⺠  の 

 ⽅  か  ら  は、  今  な  お、  不  安  の  声  が  多  い。  来  ⽉  ７  ⽉  １  ⽇  か  ら  開  始  さ  れ  る  駐  ⾞  場 
 有  料  化  の  周  知、  広  報  に  つ  い  て  問  う。 

       ⾚  れ  ん  が  パー  ク  駐  ⾞  場  の  年  間  収  ⽀  が  3000  万  円  と  提  ⽰  さ  れ  て  い  た  が、  年  間 
 3000  万  円  と  い  う  数  字  の  想  定  の  根  拠  に  つ  い  て  問  う。 

       平  成  29  年  度  と  昨  年  12  ⽉  定  例  会  で  も  収  ⽀  決  算  書  へ  の  指  摘  を  受  け  た  監  査  報  告  だっ  た  の 
 だ  が、  駐  ⾞  場  業  務  の  管  理  に  つ  い  て  問  う。  ま  た、  ⾚  れ  ん  が  パー  ク  駐  ⾞  場  の  駐  ⾞  場  収  ⼊  に 
 関  し、  市  と  指  定  管  理  者  の  管  理  ⽅  法  と、  今  後  の  事  業  収  ⼊  を  財  源  と  し  て  の  今  後  の  運  ⽤  に  つ 
 い  て  問  う。       
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 22     尾  関  善  之  議  員  （⾃  ⺠  党  鶴  政  ク  ラ  ブ  議  員  団）  ［⼀  問  ⼀  答］ 

 １     静  溪  ポ  ン  プ  場  (⼟  ⽊  ⼯  事)  検  証  会  議  報  告  書  に  つ  い  て 
       再  発  防  ⽌  策  に  向  け  た  取  組  の  中  で、  組  織  と  し  て  の  対  応  強  化  と  し  て、  社  会  的、 

 経  済  的  に  ⼤  き  な  影  響  を  及  ぼ  す  ⼯  事  の  設  計、  業  務  委  託  成  果  に  つ  い  て、  ⼯  事  担  当 
 部  署  以  外  の  視  点  で  チェッ  ク  が  ⾏  わ  れ  る  体  制  の  構  築  等  の  指  摘  に  つ  い  て  問  う。 

       ま  た、  担  当  職  員  の  資  質  向  上  に  つ  い  て、  公  共  ⼯  事  の  発  注  者  と  し  て  検  証  会  議  の 
 指  摘  を  踏  ま  え、  研  修  や  職  員  間  の  情  報  共  有  な  ど  継  続  し  た  取  組  に  つ  い  て  問  う。 

 ２     ⽥  辺  城  趾  の  ⽼  朽  化  し  た  ⽯  垣  に  つ  い  て 
       ⽥  辺  城  趾  の  ⽯  垣  は、  歴  史  的  に  も  貴  重  な  価  値  が  あ  り  保  存  し  て  い  く  必  要  に  つ  い  て  市  の  考 

 え  を  問  う。       

 23     ⼭  本  治  兵  衛  議  員  （新  政  ク  ラ  ブ  議  員  団）  ［⼀  問  ⼀  答］ 

 １     新  た  な  地  域  共  同  に  よ  る  地  域  の  活  性  化  に  つ  い  て 
       住  ⺠  の  最  も  ⾝  近  で  必  要  な  住  ⺠  ⾃  治  組  織  で  あ  る  ⾃  治  会  は、  地  域  の  課  題  を  解 

 決  す  る  た  め  に  活  動  さ  れ  て  い  る  が、  近  年  で  は  ⾃  治  会  に  加  ⼊  し  な  い  世  帯  が  増  加 
 し  て  い  る  こ  と  や、  ⾃  治  会  役  員  の  成  り  ⼿  不  ⾜、  活  動  の  低  下  な  ど  課  題  は  多  い。 
 こ  れ  ら  の  課  題  を  解  決  し  ⾃  治  会  活  動  を  活  性  化  さ  せ  る  こ  と  は  必  須  で  あ  る  と  考  え 
 る。  具  体  的  な  提  案  も  し  な  が  ら  市  の  考  え  を  問  う。 

 ２     舞  鶴  市  の  ⽔  道  事  業  に  つ  い  て 
       舞  鶴  市  ⺠  の  安  全‧  安  ⼼  を  担  保  し  ⽣  活  に  直  結  す  る  ⼤  切  な  事  業  の  ⼀  つ  に  ⽔  道  事  業  が  あ 

 る。  安  全  で  安  ⼼  な  ⽔  を  市  ⺠  へ  安  定  供  給  す  る  こ  と  は、  市  と  地  元  事  業  者  で  協  働  し  て  ⾏っ  て 
 き  て  お  り、  そ  の  よ  う  な  背  景  で  もっ  て  設  ⽴  さ  れ  た  管  ⼯  事  協  同  組  合  は、  使  命  を  全  う  す  る  た 
 め  に、  ⽇  夜、  努  ⼒  を  い  た  だ  い  て  い  る。  今  後、  ⽔  道  事  業  の  体  制  は  ⼤  き  く  変  遷  す  る  が、  改 
 め  て  組  合  の  役  割  と  市  の  責  務  に  つ  い  て  問  う。 

 ３     各  ス  ポー  ツ  協  会  を  取  り  巻  く  状  況  に  つ  い  て 
       部  活  動  の  地  域  展  開  は、  ⾏  政、  教  育  機  関、  市  ⺠  団  体  に  わ  た  り  ⼤  き  な  影  響  を  も  た  ら  せ  て 

 い  る。  そ  れ  ぞ  れ  の  ⽴  場  で  議  論  や  体  制  づ  く  り  が  進  め  ら  れ  て  い  る  が、  地  域  展  開  を  受  諾  す  る 
 団  体  と  な  る  各  ス  ポー  ツ  協  会  や  連  盟  は  持  続  的  に  活  動  が  ⾏  え  る  よ  う、  組  織  の  強  化  が  図  れ  る 
 よ  う  ⾏  政  の  ⽀  援  は  必  須  で  あ  る。  改  め  て  市  の  考  え  を  問  う。 

 ４     令  和  の  ⽶  騒  動  に  つ  い  て 
       も  は  や  国  ⺠  的  問  題  と  なっ  た  令  和  の  ⽶  騒  動。  舞  鶴  市  内  で  も  ⼤  き  な  影  響  を  与  え  て  い  る。 

 そ  も  そ  も  の  問  題  を  市  と  し  て  ど  の  よ  う  に  把  握  し  て  い  る  の  か。  ま  た、  舞  鶴  で  ど  の  よ  う  な  対 
 策  を  ⾏  え  ば、  市  ⺠  が  安  ⼼  し  て  主  ⾷  で  あ  る  ⽶  を  享  受  す  る  こ  と  で  き  る  の  か。  市  の  考  え  を  問 
 う。       
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